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要約 : クロハナムグリの生活史を屋外飼育実験により推定した その結果 本種は年 +化性であり 成虫の
活動期間は .月下旬から 2月下旬であった幼虫は -齢が終齢であった産卵は初夏に行われ 2月中旬には
新成虫となり地上に出現した しかしながら 野外において晩夏から秋季にかけて成虫を発見できないこと
から 自然状態では新成虫は羽化後も朽木内に留まり そのまま越冬すると考えられる 初年度の越冬態は
成虫であり 翌春に休眠から覚めた成虫は地上に出現し 摂食活動と生殖活動を行った なお 成虫の一部
は ,年間生存し ,回の繁殖期があった 野外においても体表が磨耗し ,年間生存していると推測される個
体が時折確認されることから 一部の個体は自然条件下においても多回繁殖を行っていると考えられる 成
虫の寿命は +年から ,年であった これらの結果から本種の生活史型は 年 +化成虫越冬多回繁殖型と
言える このように クロハナムグリは一部の成虫による多回繁殖という戦略を持つことによって 朽木と
いう数少ない餌資源を長期に探索し 次世代を残すことが可能な能力を備えていた なお 成虫の訪花植物
について調査した結果 +綱 1目 2科 ,-種が確認された
キワド : ハナムグリ亜科 生活史 生活史型 訪花植物 ポリネタ
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緒 言
クロハナムグリ Glycyphana fulvistemma Motschulsky
はコウチュウ目 Coleopteraコガネムシ科 Scarabaeidae
ハナムグリ亜科 Cetoniinaeに属し国内では北海道本
州 佐渡島 隠岐諸島 四国 九州 五島列島 対馬 屋
久島 石垣島 西表島 国外では台湾 蘭嶼島 朝鮮半島
中国 インドシナ 北部 モンゴル シベリアに分布す
る+ 体長 +++.mmの成虫は .月から 2月に見られ, 各
種の花の花粉や花蜜を摂食する 本種は農業上 カンキツ
類 Citrus L. やバラ類 Rosa L. の害虫とされる- すなわ
ちこれらの作物に訪花し摂食に伴う行動が問題となる
カンキツ類においては 将来果実になる子房の表面に頭楯
















町において +33-年 /月 ,-日にハルジオン Erigeron
philadelphicus L.を訪花していた 0頭 雌雄混在 と 同
年 0月 +*日にクリ Castanea crenata Sieb. et Zucc.を訪花
していた 1頭 雌雄混在 さらに同地にて +331年 /月









などには糖蜜 黒糖の水溶液 やバナナMusa sapientum
L.の果実を餌として与えた 飼育容器内の腐葉土は霧吹き
などで 適度な湿り気を保った 飼育場所は神奈川県横浜
市青葉区 標高 0-m とし 飼育容器は直射日光と雨が当
たらない屋外に置いた このようにして屋外飼育を続け
毎月 /日 +/日 ,/日に容器内に存在する発育ステジを
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, 訪花植物
野外観察記録と文献記録より クロハナムグリの訪花植







に関しては 牧野/を主としたが 林0, 1も併用した 開花
期に関しては 佐竹ら2, 3 と佐竹ら+*, ++ を主とし他の文




示した なお 飼育期間中の各月平均気温を 実験地に近
い横浜地方気象台 標高 -3m の +33-年から +332年の記
録+.より算出し これも図 +に示した 図 +に示すとお
り クロハナムグリは年 +化性であった 産卵時期は /月
下旬から 1月上旬までの +カ月半ほどであった 幼虫の存
在する時期は 0月上旬から 3月上旬までで -齢が終齢で
あった 各齢期の幼虫が見られる時期は +齢幼虫が 0月
上旬から下旬 ,齢幼虫が 0月中旬から 2月中旬 -齢幼虫





の存在する時期は 1月下旬から +*月中旬までであった +
個体が蛹室を形成し 成虫となって羽化脱出してくるまで










ると考えられることが一点 さらに 楠井+/は雌成虫 ,頭






し 今度は生殖活動も行った なお +33-年に野外から採
集し 実験に供試した +-頭の成虫は 当年に生殖活動を






これらの成虫は羽化後 ,年ほど生存し 生殖活動を ,回
行ったわけである なお 今回の飼育実験中に生まれたす
図 + クロハナムグリの生活史















筆者のひとり飯嶋は ,**-年 /月 ,+日に神奈川県川崎市








































究後の ,**,年から ,**-年にかけて 市販のクヌギマット









り 近年では BARTH,-の中にキンイロハナムグリ Cetonia




















よび文献記録より確認された訪花植物は +綱 1目 2科 ,-






が知られるが-0 報告されている ,綱 ,.目 -2科 ++.種
ベンケイソウ科 Crassulaceaeのヤナギバキリンソウ
Sedum middendor$anum Max. とされたものは キク科
Compositaeのオオアワダチソウ Solidago gigantea Ait.
var. leiophylla Fern.の誤入力につきここに訂正の訪花
植物に 新たに報告されているスダジイ Castanopsis
seiboldii (Makino) Hatusima ex Yamazaki et Mashiba-*
とマテバシイ Lithocarpus edulis (Makino) Nakai-*を加





















るものを 隠蔽型 として 表 +よりクロハナムグリの訪









黄白色 黄色 淡紅色 紅色の /色が確認された 表 +






場合 さらに ,色の中間色については +,種 あるいは
+-種として ひとつの種を花色の数で割った値を種数と
して扱った その結果 白色が最も多く 02を占め 次に
黄色が ,1であり この ,色で全体の 3割以上を占めた





めておく 樹液植物としては +綱 +目 +科 ,種が確認さ
れ そのひとつはクヌギ-3 もうひとつはコナラ Quercus























関してはニホンミツバチApis cerana japonica Rad..*を
はじめ多くの有用なポリネタも利用していることを考
慮する必要があると考えられる
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Life History and Visiting Flowers of Glycyphana
fulvistemma (Coleoptera : Scarabaeidae)
By
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Summary : The life history of Glycyphana fulvistemma (Coleoptera : Scarabaeidae) was studied by an
outdoor breeding experiment. The chafer was found to be univoltine, and the adult active period was
from the last +* days in April to the last +* days in August. The larvae pass through a total of three
instars. Oviposition was observed in early summer, and the hatched larva grew until it became adult
and emerged in mid-August. However, because the adult was not discovered outdoors from late
summer to the fall, it was thought to inhabit rotten wood after adult eclosion and hibernate over
winter. Hibernation form in the ﬁrst year was adult, the adult that awoke from dormancy the next
spring appeared on the ground, and feeding and reproductive activity took place. Some of the adults
in the breeding experiment lived for , years and had two breeding periods. In the ﬁeld, adults were
occasionally discovered with rubbing surfaces on their bodies. Such adults were thought to continue
to live for , years. The possibility of having breeding periods at numerous times was thought to be
high for these adults under natural conditions. The adult lifetime was + year or , years. Therefore,
the chafer has [one-year life history]-[adult hibernation]-[numerous time breeding period]-life history
type. In this way, the adult of the part of this chafer lived for two years and had two breeding period.
Such reproduction strategy was supposed to be a result of being adaptable to limited food resources,
e.g., rotten wood. After investigating the ﬂowers that adult chafers visited for feeding, ,- species in
2 families of 1 orders of + class were conﬁrmed.
Key words : Cetoniinae, life history, life history type, visiting ﬂower, pollinator
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